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SMKの概要-1

売上及び営業利益推移
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Touch PanelTouch Panel
Resistance Sensitive   
Touch Panel

Optical Touch Panel

Various Switches Camera Module

RC (Remote Control) Intelligent RC

Earphone 
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Electret Condenser 
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SMKの概要-2

製品別売上構成
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UK、ﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂ(2)、ﾌｨﾝﾗﾝ
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SMKの概要-3

事業所展開
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SMKの概要-4

得意先推移
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SMKの概要-5

販売先地域推移
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売上計上地域 仕向け地

２．営業のグローバル化

c. 外資系 売上計上地域別・仕向け地別実績
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SMKの概要-6

外資系得意先 売上計上地域と仕向け地
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SMKの概要-7

地域別生産推移
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SMKの概要-8

地域別人員推移
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• 企業活動の全てがCSRに関わっているといえるが、CSRを推進していく
にあたり、企業が主体的に行っている主要な活動は以下があげられる。

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス

危機管理
（クライシス・マネジメント）

安全・品質管理

情報セキュリティ管理

人権の尊重と労働環境の整備

社会貢献活動

ステークホルダーコミュニケーション

環境対応

内
部
統
制

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

内部統制は、CSRの推進
活動に横断的に関わって
いる。

リスクマネジメント自体が
CSRに貢献する。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
す
る
活
動

注：関わり度合いは、イメージ。

SMKのBCM-1

SMKにおけるBCM(BCP）の位置づけ-1
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リスク
マネジメント

（狭義）

リスク
マネジメント

（広義）
クライシス
マネジメント
（危機管理）

• リスクが発現
しないように
するためにリス
クを管理する
こと。

• 重大なリスク
が発現した場
合の損失を最
小限に抑える
ように対処す
ること。

•経営上の戦略的意思決定に関
わるリスク

•適正かつ効率的な業務の遂行に
関わるリスク

• 新事業分野への進出に係わる
リスク

• 商品開発戦略に係わるリスク
• 資金調達戦略に係わるリスク
• 設備投資に係わるリスク
・・・

• コンプライアンスに関するリスク
• 財務報告に関するリスク
• 商品の品質に関するリスク
• 情報システムに関するリスク
• 環境等に関するハザードリスク
• 事故・災害・犯罪に関するﾘｽｸ

事業機会に関するリスク 事業活動遂行に関するリスク

内部統制と間接的な関係

内部統制の構築が結果としてよ
り良い「事業機会に関するリスク
」対応につながる。

内部統制と直接的な関係

内部統制を適切に整備し、
運用することで対応する。

危機管理
（クライシス・マネジメント）

出典： 経済産業省「リスク時代の内部統制」、トーマツ「ひとめでわかる内部統制」より作成

BCM

（事業継続ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

SMKのBCM-1

BCMの位置づけ-2
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危機管理委員会の元にBCM委員会発足

基本方針と目的

委員会ﾒﾝﾊﾞｰ

活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ

SMK-BCP作成

災害時を想定 →各事業所ごとの最重要ﾘｽｸに対処

（例 JPN・MX:地震、 ML・DG・SZ・PH：豪雨・洪水）

各事業所毎のBCP作成と本社BCP作成

連携BCPの作成

安否確認ｼｽﾃﾑの導入検討

SMKのBCM-2

BCM(BCP）への取り組み

14/22常勤取締役会
｛議長：会長｝

＜事務局：山田DEVP ＞

（CSR全般）
CSR委員会

｛委員長：中村P,副委員長：入澤EVP｝
＜事務局：宇佐美＞

（ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ）
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会
｛委員長：入澤EVP｝
＜事務局：宇佐美＞

(品質）
品質向上委員会

｛委員長：櫻井EVP｝
＜事務局：後藤RM＞

(情報ｾｷｭﾘﾃｨ）
営業秘密管理委員会
｛委員長：入澤EVP｝
＜事務局：吉野B ＞

ｲﾝｻｲﾀﾞｰ情報管理WG
｛ﾘｰﾀﾞｰ： ｝
＜事務局： ＞

（対仕入先サプライﾁｪｰﾝ）
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝCSRWG-Ⅱ

｛ﾘｰﾀﾞｰ：石橋B｝
＜事務局：細貝＞

電子情報ｾｷｭﾘﾃｨ企画委員会
｛委員長：伊藤B｝

＜事務局：西野K＞

秘密技術情報管理委員会
｛委員長：矢本DSVP｝
＜事務局：小島J＞

販売情報管理委員会
｛委員長：河部B｝

＜事務局：平塚K＞

生産管理情報管理委員会
｛委員長：石橋B｝

＜事務局：三ヶ島C＞

業務改善情報管理委員会
｛委員長：伊藤B｝

＜事務局：西野K＞

一般情報管理委員会
｛委員長：吉野B｝
＜事務局：高木＞

（危機管理）
BCM委員会

｛委員長：入澤EVP｝
＜事務局：宇佐美＞

（J-SOX)
J-SOX法対応ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

｛ﾘｰﾀﾞｰ：山家K｝
＜事務局： ＞

(内部監査）
内部監査室

（室長：細谷RM)

個人情報保護WG
｛ﾘｰﾀﾞｰ：八陣B｝

＜事務局：田邉J＞

（環境）
環境保全委員会

｛委員長：櫻井EVP｝
＜事務局：橋本RM＞

（ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨ）
内部統制委員会

｛委員長：山田DEVP｝
＜事務局：岩崎B> 

（社会貢献）

｛委員長： ｝
＜事務局：長坂RM ＞

（ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ）
危機管理委員会
｛委員長：中村P｝

（副委員長：入澤EVP）
＜事務局：吉野B＞

設置検討

執行役員会
｛議長：中村P｝

＜事務局：入澤EVP ＞

（対得意先サプライﾁｪｰﾝ）
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝCSRWG-Ⅰ

｛ﾘｰﾀﾞｰ：河部B｝
＜事務局： ＞

(労働環境・労務・人権）
TN事業所管理会議
｛議長：入澤EVP｝

＜事務局：吉野B＞

取締役社長

(貿易管理）

戦略物資管理委員会
(委員長：矢本DSVP)
＜事務局：伊藤B＞

（社会貢献）
昭和池田記念財団

＜事務局：植田AD ＞

既存

SMKのBCM-2

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
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出展：内閣府BCPｶﾞｲｿﾗｲﾝ

2.1  方針

2.2 計画

2.2.1 検討対象とする災害の特定

2.2.2 影響度の評価

2.2.2.1 停止期間と対応力の見積もり

2.2.2.2 重要業務の決定

2.2.2.3 目標復旧時間の設定

2.2.3 重要業務が受ける被害の想定

2.2.4 重要な要素の抽出

2.2.5 事業継続計画の策定

2.2.5.1 指揮命令系統の明確化

2.2.5.2 本社等重要拠点の機能の確保

2.2.5.3 対外的な情報発信および情報共有

2.2.5.4 情報システムのバックアップ

2.2.5.5 製品・サービスの供給関係

2.2.6 事業継続とともに求められるもの

2.2.6.1 生命の安全確保と安否確認

2.2.6.2 事務所・事業所および設備の災害被害軽減

2.2.6.3 二次災害の防止

2.2.6.4 地域との協調・地域貢献

2.2.6.5 共助、相互扶助

2.2.6.6 その他の考慮項目

2.6 経営層による見直し

2.5 点検および是正措置

2.4 教育・訓練の実施

2.3 実施および運用

2.3.1 事業継続計画に従った対応の実施

2.3.2 文書の作成

2.3.2.1 計画書およびマニュアルの作成

2.3.2.2 チェックリストの作成

2.3.3 財務手当て

2.3.4 計画が本当に機能するかの確認

2.3.5 災害時の経営判断の重要性

BCMへの取り組み-1

BCMのP.D.C.A
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×20. 経営層による見直し

×19. 点検および是正措置

×18. 教育・訓練

○17. 財務手当て

○16. 備蓄、救命機材、家庭における防災

15. 共助、相互扶助

14. 地域との協調・地域貢献

△13. 二次災害の防止

○12. 事務所・事業所および設備の災害被害軽減

×11. 生命の安全確保と安否確認

×××××10. 製品・サービス供給

△9. ITバックアップ

×8. 対外的な情報発信および情報共有

×7. 重要拠点の確保

△6. 組織体制と指揮命令系統

△××△5. 重要な要素

＊＊＊＊4. 被害想定

＊＊＊＊3. 影響度評価

○2. 想定リスク

○1. 基本方針

事業継続計画書

富山
全体

TPFCCS管理課
BCM
委員会

BCMへの取り組み-2

BCP 文書構成 ｻﾝﾌﾟﾙ(富山）-1
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×-2. 行動計画携帯手順書

×-1. 事業継続概要説明書

4．その他の文書

×××××-5. 重要記録リカバリー手順書

△-4. 情報システムリカバリー手順書

------3. 情報システム停止時の作業手順書

××××-2. 調達先被災時の代替発注手順書

×××-1. 生産ライン復旧・移転手順書

3. 継続・復旧対策マニュアル類

×-4. 帰宅困難者対策手順書

×-3. 危機保安手順書

△-2. 危機広報手順書

×-1. 緊急時対応手順書

2. 緊急時対策マニュアル類

×-3. 教育・訓練手順書

△-2. 重要記録バックアップ手順書

△-1. 情報システムバックアップ手順書

1. 事前対策マニュアル類

マニュアル類

富山
全体

TPFCCS管理課
BCM
委員会

BCMへの取り組み-2

BCP 文書構成 ｻﾝﾌﾟﾙ(富山）-2
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×-2. 震災時の交通規制情報

×-1. 地震その他の災害被害想定図

2. 外部参照情報

○-12. 警察、消防、病院、自治体、所轄官庁等連絡先

××××-11. 治工具・設備の調達・修理業者連絡先

○-10. 建物設計図、配線・配管・消火設備等レイアウト図

×××-9. 人材・技能一覧

××××-8. 備品一覧

△△△-7. 治工具一覧

○○○○-6. （最新）在庫・貯蔵品一覧

△△△-5. 生産標準工程表

△△△△-4. 工場設備一覧

○○○○-3. 取引先連絡網

○-2. コアメンバー緊急連絡網

×-1. 全従業員緊急連絡網

1. 内部参照情報

参照情報

富山
全体

TPFCCS管理課
BCM
委員会

BCMへの取り組み-2

BCP 文書構成 ｻﾝﾌﾟﾙ(富山）-3
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19/22BCMへの取り組み-3

BCP 文書管理DB-1

20/22BCMへの取り組み-3

BCP 文書管理DB-2
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枠組み作り部署の能力不足
部署横断的要素が多く縦割り組織が阻害

既存対策、予算、人材

実務部隊の工数不足
J-Sox法対応、会社法対応優先

各事業所毎のBCP作成と本社BCP作成

• 経営層の理解不足
安否確認ｼｽﾃﾑの導入頓挫

BCP予算に対する理解

抜本対応に対する尻込み
幹部社員隣接居住、部門所在地移動、衛星通信ｼｽﾃﾑ

BCMへの取り組み-4

BCMへの取組みが進まない理由

22/22

http://www.smk.co.jp/




